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「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
は
、
昭
和
五
年
か
ら
昭
和
十
三
年
ま
で
の
九
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
継

が
れ
た
作
品
で
あ
る
。
時
代
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
満
判
事
変
前
夜
か

'
2
7
ニ
六
事
件
、
日
中

曲
戦
執
争
を
経
て
昭
和
十
三
年
の
国
家
総
勤
員
法
制
定
に
至
る
昭
和
初
め
の
暗
い
時
代
に
あ
た
る
。

井
伏
附
鰐
川
三
ニ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
に
と
つ
て
乙
の
九
年
問
は
、
ベ
「
山
楓
h

缶
魚
臼
烈
…
」
「
炭
鉱
地
帯
病
院
」
「

朽
助
の
ゐ
る
谷
問
」
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
〈
い
ず
れ
も
昭
和
四
年
)
等
の
佼
れ
た
作
品
を

発
表
し
「
七
年
問
の
低
迷
と
苦
吟
か
ら
脱
出
す
る
転
山
機
啓
似
曾
宇

方
次
郎
何
涼
ω
流
記
』
に
よ
り
第
六
回
直
木

υ

賞
釘
を
受
貨
(
昭
和
十
三
年
)
ヌ
、
文
壇
的
に
も
中
堅
作
申
家都

と
し
て
活
躍
を
始
め
る
時
期
に
相
当
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
乙
の
作
品
は
、
平
家
の
若
き
公
迷
の

逃
亡
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
初
年
と
い
う
時
代
の
中
で
の
作
家
の
成
長
記
録
と
い
う
面

を
も
持
っ
て
い
る
。

井
伏
鱒
ニ
は
、
ど
乙
か
ら
ど
乙
へ
む
か
つ
て
成
長
し
た
の
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
作
品
に
即

し
な
が
ら
右
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
乙
ろ
に
あ
る
。

「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
に
つ
い
て
井
伏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

:
:
:
戦
乱
の
渦
中
に
ゐ
る
も
の
は
、
平
和
な
生
活
を
し
て
ゐ
る
も
の
に
股
ぺ
る
と
急
速
に

大
人
び
て
来
る
だ
ら
う
。
(
中
略
〉
急
速
に
大
人
び
て
行
く
少
年
は
舎
く
文
章
も
急
速
に

大
人
び
て
行
く
だ
ら
う
。
乙
ち
ら
は
そ
れ
を
年
月
の
経
過
に
侠
っ
て
追
ひ
か
け
て
行
く
考

へ
で
あ
っ
た
。

(
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
史
料
」
『
文
学
』
忌
日
・
N
)

・
:
・
:
自
分
自
身
が
少
し
で
も
経
験
を
つ
む
の
を
別
用
し
て
、
戦
乱
で
急
激
に
大
人
び
て
ゆ

〈
主
人
公
の
姿
を
出
す
計
画
で
あ
っ
た
。

(
『
新
日
本
文
学
会
集
第
十
巻
・
井
伏
間
二
集
』
巻
末
解
説
昭
和
十
七
年
改
造
社
〉

右
の
言
に
よ
る
と
、
乙
の
作
品
の
狙
い
は
主
人
公
の
成
長
過
程
の
描
出
に
あ
り
、
そ
の
其
突

横

幸

.•• 
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性
は
作
者
自
身
の
成
長
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
主
人
公
の
少
年
は
ど
の

よ
う
に
変
貌
し
た
か
。
又
そ
の
変
貌
は
作
者
の
ど
の
よ
う
な
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
。

・
:
:
・
主
人
公
は
「
対
決
」
か
ら
の
遁
走
に
よ
っ
て
「
傍
観
」
と
い
う
お
と
な
の
対
人
生
態

度
を
身
に
つ
け
て
「
成
長
」
す
る
。

(
「
井
伏
鱒
ニ
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
東
郷
克
美
『
軍
記
物
と
そ
の
周
辺
』
早

稲
田
大
学
出
版
部
刊
昭
和
四
四
年
『
日
本
文
学
研
究
資
料
信
者
井
伏
問
ニ
・
深
沢

七
郎
』
有
精
堂
昭
和
五
二
年
所
収
)

:
:
主
人
公
は
ま
す
ま
す
若
鮎
の
よ
う
な
控
刺
と
し
た
魅
力
あ
る
苛
年
に
成
長
し
、
逆
の

方
向
に
す
く
す
く
と
仲
び
て
い
っ
て
、
帰
践
し
た
が
ら
な
い
雰
四
気
が
濃
厚
に
な
っ
て
き

た。
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ハ
『
井
伏
鱒
ニ
論
』
松
本
的
雄
冬
樹
社
昭
和
五
三
年
刊
)

乙
れ
は
主
人
公
の
成
長
に
つ
い
て
の
言
で
あ
る
が
、
成
長
と
は
果
た
し
て
「
傍
観
」
と
い
う

「
対
人
生
態
度
」
を
身
に
つ
け
る
乙
と
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
若
鮎
の
よ
う
な
漉
刺
と

し
た
」
青
年
に
な
る
乙
と
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方
を
生
さ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

乙
の
物
語
は
、
途
中
六
年
間
の
執
筆
中
断
の
時
期
を
境
に
、
前
後
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
乙
と
が
で
き
る
。
前
半
と
後
半
と
で
は
物
語
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
か
。
松
本
鶴
雄
氏

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

そ
の
第
一
は
『
逃
亡
記
』
の
主
調
音
に
な
っ
て
い
た
没
彩
感
、
滅
亡
感
が
『
西
海
日
記
』

『
早
春
日
記
』
で
は
薄
ら
い
で
い
る
と
い
う
乙
と
を
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

(
『
同
前
』
〉

東
郷
克
美
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

:
:
:
後
半
に
な
る
と
表
現
に
は
抑
制
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
そ
う
的
確
さ
を
ま
し
、
か
わ
り

に
青
春
特
有
の
み
ず
み
ず
し
い
行
情
は
失
な
わ
れ
る
。
い
わ
ば
青
春
の
感
受
性
と
ひ
き
か

え
に
成
熟
を
手
に
入
れ
た
作
者
は
、
同
時
に
少
年
と
と
も
に
一
程
の
墜
落
も
し
た
の
で
は



な
か
っ
た
か
。

(
「
井
伏
鱒
ニ
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
『
前
出
』
傍
点
は
東
郷
)

両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
作
品
前
半
部
と
後
半
部
と
の
変
化
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
。

「
さ
、
主
な
み
軍
記
」
は
次
の
順
番
で
発
表
さ
れ
た
。

会
比
3
V

H
逃
げ
て
行
く
記
録
(
寿
永
二
年
七
月
十
五
日
l
同
月
二
十
七
日
)

三
月
号

口
逃
亡
記
(
寿
永
二
年
八
月
十
九
日
夜
1
同
月
二
十
日
〉
「
作
品
」
昭
和
五
年
六
月
号

伺
逃
亡
記
(
寿
永
二
年
八
月
二
十
日
夜
1
同
月
二
十
戸
日
)
「
作
品
」
昭
和
五
年
七
月
号

制
逃
亡
記
(
寿
永
二
年
八
月
二
十
一
日
午
後
1
同
月
二
十
二
日
)
「
作
品
」
昭
和
六
年
八

月
号

的
逃
亡
記
(
寿
永
二
年
八
月
十
六
日
1
同
月
十
九
日
)
「
作
品
」
昭
和
六
年
十
月
号

内
西
海
日
記
(
寿
永
二
年
九
月
二
十
四
日
l
同
月
二
十
九
日
夜
)
「
文
芸
」
昭
和
十
二
年

六
月
号

伺
早
春
日
記
〈
寿
永
三
年
正
月
二
十
九
日
l
同
年
二
月
四
日
)
「
文
学
界
」
昭
和
十
三
年

一
月
号

門
早
春
日
記
(
寿
永
三
年
二
月
五
日

t
同
月
七
日
)
「
文
学
界
」
昭
和
十
三
年
二
月
号

制
早
春
日
記
(
寿
永
三
年
二
月
十
九
日
1
同
月
二
十
七
日
)
「
文
学
界
」
昭
和
十
三
年
三

月
号

制
早
春
日
記
(
寿
永
三
年
三
月
一
日
1
同
月
四
日
)
「
文
学
界
」
昭
和
十
三
年
四
月
号

発
表
年
月
を
見
る
と
、
物
語
は
、
昭
和
五
年
三
月
か
ら
昭
和
六
年
十
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
(
付
か
ら
田
ま
で
)
と
、
六
年
間
の
中
断
の
後
、
昭
和
十
二
年
六
月
か
ら
昭
和
十
三

年
四
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
(
円
か
ら
例
ま
で
)
と
に
大
別
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
「

逃
げ
て
行
く
記
録
」
(
昭
和
五
年
三
月
号
)
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
東
郷
克
美
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

冒
頭
部
分
を
執
筆
し
た
の
は
一
体
い
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
自
序
」
(
昭
和
十
三
年
四

月
記
)
の
ご
と
く
「
十
二
年
前
」
だ
と
す
れ
ば
大
正
十
五
年
と
い
う
乙
と
に
な
り
、
「
資

料
」
の
「
震
災
が
す
ん
で
か
ら
、
一
年
か
二
年
た
っ
て
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
解
説
」

の
「
昭
和
二
三
年
頃
」
と
は
ず
れ
が
生
じ
る
乙
と
に
な
る
が
、
乙
乙
で
は
一
応
、
冒
頭
「

逃
げ
て
行
く
記
録
」
は
雑
誌
発
表
〈
昭
五
・
三
)
よ
り
目
、
五
年
前
の
無
名
時
代
の
執
箆

で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
し
て
お
く
。

「
文
学
」
昭
和
五
年

〈
「
井
伏
鱒
ニ
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
『
前
出
』
)

ま
た
、
松
本
鶴
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

:
:
:
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
が
活
字
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
脅
か
れ

た
の
は
作
者
が
河
盛
好
成
と
の
「
対
談
」
で
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
最
初
容
乙
う
と
思

っ
た
の
は
同
人
雑
誌
を
し
て
い
る
と
き
で
『
文
諸
都
市
』
~
入
る
前
」
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
昭
和
三
年
に
「
文
芸
都
市
」
同
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
昭
和
二
年
頃
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
二
年
と
は
同
人
た
ち
が
こ
と
ご
と
く
左
傾
し
、
「
戦
旗
」
に

参
加
し
た
結
糸
、
井
伏
一
人
と
り
残
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

(
『
井
伏
鱒
ニ
論
』
前
出
)

も
し
、
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
が
脅
か
れ
た
の
が
昭
和
て
二
年
頃
だ
と
す
る
と
、
乙
の
物

語
の
前
半
部
は
さ
ら
に
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
即
ち
、
ほ
と
ん
ど
無
名

の
時
代
に
舎
か
れ
た
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
と
、
「
山
級
魚
」
「
炭
鉱
地
帯
病
院
」
「
朽
助
の

ゐ
る
谷
間
」
等
を
若
し
作
家
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し
た
時
期
に
舎
か
れ
た
部
分
|
|
「
逃
亡

記
」
口
l
陪
|
|
と
で
あ
る
。
乙
れ
に
、
昭
和
十
二
年
か
ら
昭
和
十
三
年
に
沓
か
れ
た
「
西
海
日

記
」
「
早
春
日
記
」
を
合
わ
せ
る
と
、
物
語
は
全
部
で
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
は
、
主
人
公
お
よ
び
作
者
の
成
長
の
足
跡
が
は
っ
き
り

と
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四

「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
を
執
築
年
代
に
よ
っ
て
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

第
一
部
〈
昭
和
一
・
二
年
ご
ろ
)

「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
(
寿
永
二
年
七
月
十
五
日
l
同
月
二
十
七
日
)

第
二
部
(
昭
和
五
年
l
六
年
)

「
逃
亡
記
」
(
寿
永
二
年
八
月
十
六
日

1
同
月
二
十
二
日
〉

第
三
部
(
昭
和
十
二
年
i
十
三
年
〉

「
西
海
日
記
」
「
早
春
日
記
」
(
寿
永
二
年
九
月
二
十
四
日
l
寿
永
三
年
三
月
四
日
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
お
け
る
主
人
公
お
よ
び
作
者
の
成
長
の
跡
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

第
一
部
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
指
摘
で
き
る
乙
と
は
、
物
語
全
篇
が
落
ち
て
ゆ
く
者
の
悲
哀

感
で
充
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
達
の
旅
は
、
そ
の
前
途
が
遠
い
ら
し
い
。
そ
し
て
誰
も
そ
の
目
的
地
を
知
っ
て
ゐ
な

い
。
夕
暮
れ
ど
き
に
な
っ
て
、
私
達
の
同
勢
は
七
千
鈴
騎
で
あ
る
と
い
ふ
乙
と
が
概
算
さ

れ
た
。
夕
方
の
太
陽
は
、
私
達
の
進
ん
で
行
く
正
面
の
方
角
に
沈
ん
だ
の
で
あ
る
。
日
が



容
れ
て
し
ま
ふ
と
、
帝
都
の
方
角
で
は
空
が
一
面
に
赤
く
な
り
、
そ
の
明
る
み
は
、
う
な

だ
れ
て
馬
に
ま
た
が
っ
て
ゐ
る
人
々
の
後
姿
を
照
し
た
。
若
し
後
を
ふ
り
か
九
っ
て
み
る

人
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
空
の
赤
色
の
明
る
み
が
、
そ
の
人
の
悲
し
げ
な
顔
を
照
明
し
た

で
あ
ら
う
。

(
七
月
二
十
五
日
〉

私
た
ち
の
六
波
羅
/

そ
れ
は
私
た
ち
の
父
で
あ
り
母
で
あ
る
。

(
七
月
十
九
日
〉

「
早
春
日
記
」
)
で
は
完
全

乙
の
よ
う
な
露
骨
な
詠
嘆
口
調
は
、
第
三
部
(
「
西
海
日
記
」

に
姿
を
消
す
。

次
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
人
聞
を
一
個
の
自
立
し
た
個
性
と
し
て
見
る
視
点
に
乏
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
の
前
に
来
て
三
郎
次
を
討
ち
と
っ
た
木
曽
の
武
者
は
、
次
の
よ
う
に
拙

か
れ
て
い
る
。

彼
は
藍
色
の
布
の
祷
粋
を
若
て
破
れ
た
腹
巻
を
つ
け
、
竹
裂
の
簸
に
わ
づ
か
に
三
本
さ

し
て
、
彼
の
ふ
り
ま
は
し
て
ゐ
る
弓
の
つ
る
は
、
断
れ
た
の
を
つ
な
ぎ
あ
は
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
の
踊
や
顎
に
は
一
ば
い
設
が
は
え
て
ゐ
て
、
彼
は
頭
に
頭
巾
み
た
い
な
も
の

を
被
っ
て
ゐ
た
。
彼
は
五
十
歳
ぐ
ら
ゐ
の
男
に
見
え
た
が
、
注
意
し
て
み
る
と
二
十
前
後

の
男
に
も
見
え
た
。
彼
の
ま
た
が
っ
て
ゐ
る
馬
は
尻
尾
が
極
端
に
長
く
そ
の
先
が
汚
れ
て

ゐ
た
。
馬
の
四
本
の
脚
の
う
ち
、
コ
一
つ
の
蹄
に
だ
け
罷
の
靴
が
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た

(
略
)

彼
は
む
し
り
と
っ
た
三
郎
次
の
頭
を
兜
か
ら
抜
き
す
て
よ
う
と
し
て
、
兜
の
鍬
形
を
持

っ
て
三
郎
次
の
首
級
宇
佐
乱
暴
に
振
り
ま
は
し
た
。
そ
こ
で
三
郎
次
の
頭
が
兜
の
鉢
か
ら
抜

け
蕗
ち
る
と
、
そ
の
兜
を
自
分
の
頭
に
か
ぶ
っ
た
。

(
七
月
十
七
日
)

と
乙
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
異
文
化
圏
か
ら
出
現
し
た
得
体
の
知
れ
ぬ
武
者
の
強
さ
と
無

気
味
さ
で
あ
る
。
乙
れ
は
鳴
尾
五
郎
と
名
の
る
武
者
個
人
に
つ
い
て
の
描
写
と
い
う
よ
り
も
、
主

人
公
を
追
い
詰
め
る
暴
力
的
な
運
命
の
象
徴
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

押
し
寄
せ
て
く
る
圧
倒
的
な
外
部
の
力
に
よ
っ
て
、
住
む
べ
き
場
所
を
失
お
う
と
し
て
い
る

も
の
の
哀
し
み
、
乙
れ
が
第
一
部
を
貫
く
テ

1
7
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
強
い
個
性
を
持
っ
て
状

況
の
中
に
陥
立
し
て
い
る
よ
う
な
人
物
は
登
場
し
な
い
。
た
だ
、
主
人
公
の
父
親
で
あ
る
平
中

納
言
三
位
知
盛
の
生
き
方
が
限
に
と
ま
る
。
身
が
わ
り
を
た
て
て
ま
で
生
き
の
び
よ
う
と
す
る

平
中
納
言
の
態
度
は
、
減
、
ひ
の
哀
感
と
は
相
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
主
人
公
に
と
っ
て

父
親
は
鎌
忍
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
乙
の
父
親
の
生
き
方
は
訣
し
て
正
面
か
ら
問
題
に
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

第
一
部
の
特
徴
は
、
全
出
品
が
主
人
公
の
主
情
で
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
の

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
井
伏
の
、
昭
和
初
め
に
お
け
る
文
壇
上
の
立
場
で
あ
る
。
「
逃

げ
て
行
く
記
録
」
に
許
手
し
た
と
思
わ
れ
る
昭
和
二
年
頃
の
井
伏
に
つ
い
て
、
松
本
鶴
雄
氏
は

次
の
よ
う
に
言
う
。

「
陣
痛
時
代
」
を
「
戦
闘
文
学
」
と
改
題
し
、
井
伏
以
外
の
同
人
す
べ
て
が
左
傾
し
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
述
動
に
共
鳴
し
、
井
伏
に
左
傾
を
迫
っ
た
。
こ
の
た
め
同
人
会
を
脱
退
。

(
略
)
秋
元
節
代
と
結
路
:
;
:
。
乙
の
頃
よ
り
本
格
的
な
「
い
さ
ぎ
よ
く
貧
乏
し
よ
う
」

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

(
『
井
伏
鱒
二
論
』
前
出
)

す
で
に
「
悶
閉
」
(
大
正
十
二
年
)
「
夜
ふ
け
と
梅
の
花
」
(
大
正
十
四
年
)
「
鯉
」
(
大

E
十
五
年
)
な
ど
の
作
品
を
発
表
し
て
い
た
と
は
い
え
、
井
伏
は
文
問
的
に
は
ま
だ
無
名
の
作

家
で
あ
っ
た
。
同
人
が
次
々
と
左
傾
す
る
中
で
自
分
一
人
こ
れ
を
拒
ん
で
は
み
た
も
の
の
、
進

む
べ
き
道
が
見
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
乙
の
時
の
彼
は
、
屈
託
し
た
思
想
、
ぼ
ん
や
り
と

し
た
不
安
、
孤
立
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
を
色
波
く

ラ
メ
シ
ヲ

I
シ
ヨ
シ

覆
っ
て
い
る
悲
哀
感
、
嘆
き
は
、
と
の
時
代
の
井
伏
の
心
情
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

時
代
の
中
で
の
屈
託
が
深
く
、
傷
を
癒
す
べ
き
故
郷
の
内
海
が
美
し
け
れ
ば
美
し
い
ほ
ど
物
語

は
好
情
的
に
な
る
。
こ
れ
が
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
第
一
部
と
作
者
と
の
関
係
で
あ
る
。

。九V
R
d
r
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「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
に
続
い
て
、
「
逃
亡
記
」
と
題
す
る
作
品
群
が
発
表
さ
れ
る
。
発
表

の
順
番
、
発
表
年
月
、
日
記
の
日
付
な
ど
に
つ
い
て
は
前
に
掲
げ
た
表
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
逃
亡
記
」
は
、
主
人
公
が
室
の
津
で
梨
の
木
の
下
に
立
つ
少
女
と
出
会
う
場
面
か
ら
、
党
丹

と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
場
面
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
の
発
表
年
月
に
若
干
の
問
題
が

あ
る
。
日
記
の
日
付
か
ら
考
え
れ
ば
、
伺
の
「
逃
亡
記
」
(
芳
永
二
年
八
月
十
六
日
l
同
月
十

九
日
)
は
口
の
部
分
(
寿
永
二
年
八
月
十
九
日
夜
1
同
月
二
十
日
)
よ
り
も
前
に
発
表
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口
の
八
月
十
九
日
夜
は
、
そ
の
臼
の
昼
間
出
会
っ
た
梨
の
木
の
下
の

少
宍
と
の
逢
引
の
場
面
で
あ
る
。
乙
れ
は
、
少
女
と
主
人
公
と
の
出
会
い
を
前
提
と
し
な
け
れ

ば
成
立
し
な
い
。
つ
ま
り
伺
の
部
分
は
、
口
の
場
面
の
発
表
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
た
か

あ
る
い
は
構
想
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
口
「
逃
亡
記
」
(
『
作
品
』
昭
和
五
年
六

月
号
)
の
初
出
稿
〈
ま
え
が
き
V
に
は
次
の
よ
う
に
害
か
れ
て
い
る
。
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の
現
代
語
訳
の
日
記
:
:
:
(
詩
永
二
年
七
月
、
平
家
-
円
の
人
々
が
帝
都
を
追
は
れ
速

い
他
国
へ
逃
げ
て
行
く
と
き
、
平
家
某
と
い
ふ
少
年
の
書
い
た
道
中
記
)
乙
の
前
半
を
私

は
ニ
同
に
わ
た
っ
て
他
の
二
種
の
雑
誌
に
発
表
し
た
乙
と
が
あ
る
。
次
に
示
す
と
乙
ろ
の

も
の
は
、
そ
の
後
半
の
一
部
分
で
あ
る
。

二
回
二
程
の
雑
誌
の
う
ち
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
(
『
文
学
』
昭
和

主
年
三
月
号
)
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
一
回
は
発
表
雑
誌
、
発
表
年
月
、
内
容

と
も
に
不
明
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
乙
と
は
、
田
の
八
月
十
六
日
l
同
月
十
九
日
の
部
分
は
昭

和
五
年
六
月
以
前
に
ど
乙
か
に
発
表
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
発
表
さ
れ
な
い
ま
で
も
す
で

に
成
和
と
な
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
井
伏
の
全
く
の
思
い
違
い
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
現

在
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
が
、
物
語
の
展
開
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
八
月
十
九

日
の
顎
の
木
の
下
の
少
女
と
の
出
会
い
は
、
八
月
十
九
日
夜
の
場
面
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
五
年
三
月
発
表
の
「
挑
げ
て
行
く
記
録
」
と
あ
ま
り
遼
わ
な
い

時
期
で
は
な
か
っ
た
か
。

鈴
木
益
弘
氏
は
、
昭
和
五
年
三
月
発
表
の
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
の
初
間
前
書
き
(
現
在
の

筑
隊
合
一
房
全
集
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
呉
る
)
と
、
昭
和
六
年
十
月
発
表
の
「
逃

亡
記
」
(
八
月
十
六
日
l
同
月
十
九
日
)
に
付
さ
れ
て
い
た
前
書
き
と
を
比
べ
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

⑤
「
逃
亡
記
」
(
八
月
十
六
日
1
同
月
十
九
日
を
指
す
l
杭
山
注
)
が
、
①
(
付
「
逃

げ
て
行
く
記
録
」
を
拐
す
l
横
山
注
)
と
と
も
に
「
文
学
少
年
」
と
い
う
言
い
方
を
し
、

「
寿
永
二
年
七
月
」
云
々
と
い
う
書
き
出
し
を
持
た
な
い
乙
と
か
ら
、
@
の
執
筆
時
期
は

①
に
近
く
、
①
と
同
様
に
同
人
誌
に
発
表
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
⑤
と

し
て
「
作
品
」
に
発
表
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
「
『
さ
、
さ
な
み
軍
記
』
の
改
稿
過
程
」
『
文
学
史
の
中
の
井
伏
鰐
ニ
と
太
宰
治
』
文
学

教
育
研
究
者
集
団
包
吋

7AP
・5
)

わ
た
く
し
は
、
①
の
執
筆
時
期
は
、
①
の
発
表
時
期
(
執
筆
時
期
で
は
な
い
)
に
近
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
①
の
執
筆
時
期
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
五
年
か
ら
三
、
四
年
さ

か
の
ぼ
っ
た
頃
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
乙
の
ニ
作
品
の
前
書
き
の
部
分
を
比
ぺ
て
み
る
と
、

鈴
木
氏
の
指
摘
し
た
ご
と
く
、
両
者
は
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
乙
の
二
作
品

が
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
証
拠
の
一
つ
だ
と
一
一
一
一
口
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
執
筆
時
期
に
は
一
ニ
、
四

年
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
-
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
き
、
主
人

公
(
作
者
)
の
も
の
を
見
る
眼
は
、
村
と
伺
と
で
は
大
き
く
変
化
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。

ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

伺
「
逃
亡
記
」
(
八
月
十
六
日

1
同
月
十
九
日
)
で
ま
ず
気
づ
く
乙
と
は
、
八
月
十
八
日
の

字
治
大
納
言
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
乙
れ
は
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な

状
況
の
説
明
と
し
て
の
人
物
描
写
、
あ
る
い
は
滅
び
の
哀
感
と
い
っ
た
、
主
人
公
の
主
情
で
罰

わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
物
描
写
で
は
な
い
。
大
納
言
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

:
:
:
私
は
一
本
の
濯
木
の
か
げ
に
字
治
大
納
言
が
休
息
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
を
見
つ
け
た
。

大
納
言
は
年
老
い
た
る
功
臣
で
あ
る
。

彼
は
そ
乙
に
足
を
な
げ
出
し
て
坐
り
、
何
か
し
き
り
に
阻
鴎
し
て
ゐ
る
と
乙
ろ
で
あ
っ

た
。
白
い
阪
訴
は
随
分
き
た
な
く
よ
ご
れ
、
聞
が
動
く
に
し
た
が
っ
て
間
以
叫
が
動
い
た
。

(
略
)
老
人
は
私
に
も
そ
こ
九
足
を
な
げ
出
し
て
坐
れ
と
言
っ
て
、
そ
れ
か
ら
次
の
や
う

に
話
し
た
。

|
|
私
は
も
う
利
く
し
か
生
き
て
ゐ
な
い
老
人
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
生
き

て
ゐ
た
い
の
か
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
乙
の
疑
問
に
答
へ
る
人
聞
は
一
人
も
な
い
で
あ

ら
う
。
私
達
は
何
処
の
場
所
へ
逃
げ
て
行
く
の
か
誰
も
知
っ
て
ゐ
な
い
。

「
聞
が
動
く
に
し
た
が
っ
て
聞
拾
が
動
い
た
」
と
い
う
対
象
を
突
き
放
し
た
描
写
は
、
人
間

の
生
に
対
す
る
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
執
若
心
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
乙
こ
に
は
滅
び
の
哀
感
を

う
た
う
乙
と
と
は
異
質
の
、
人
間
存
在
を
直
視
す
る
者
の
限
が
あ
る
。
乙
れ
以
降
、
主
情
的
詠

嘆
的
な
文
章
は
か
げ
を
ひ
そ
め
る
。

梨
の
木
の
下
に
立
つ
黒
い
陸
の
少
女
と
の
出
会
い
は
次
の
よ
う
に
拙
か
れ
て
い
る
。

梨
の
笈
は
私
の
乗
馬
の
首
や
鞍
の
上
に
落
ち
、
か
た
い
地
面
に
降
り
そ
そ
い
だ
。
水
っ
ぽ

円注
4
V

く
て
固
い
果
賓
が
土
地
を
打
つ
音
を
た
て
た
。
何
と
い
ふ
焚
や
か
な
音
で
あ
ら
う
。
私
は

竹
竿
で
は
げ
し
く
木
の
校
を
た
た
い
た
。
梨
の
貨
は
少
女
の
足
も
と
に
一
せ
い
に
降
り
そ

そ
い
だ
。
け
れ
ど
彼
女
は
恐
怖
の
た
め
に
目
を
つ
む
り
、
梨
の
貿
が
彼
女
の
肩
を
打
つ
で

も
身
動
き
も
し
な
か
っ
た
。

a斗
，

(
八
月
十
九
日
)

ζ

こ
で
は
時
間
は
止
ま
っ
て
い
る
。
乙
の
文
訟
は
何
ご
と
か
に
つ
い
て
物
語
る
文
辛
で
は
な

い
。
ま
た
自
ら
の
感
情
を
叙
す
る
文
字
で
も
な
い
。
乙
れ
は
や
は
り
対
象
を
直
視
す
る
文
章
で

あ
る
。
直
視
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
現
実
は
現
れ
、
少
女
の
瑞
瑞
し
さ
は
映
え
る
。

と
れ
が
第
一
部
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
と
第
二
部
「
逃
亡
記
」
と
の
大
き
な
遠
い
で
あ
る
。

次
に
党
丹
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
泉
寺
の
党
丹
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
の
は

「
逃
亡
記
」
の
最
後
の
日
、
八
月
二
十
二
日
で
あ
る
。
乙
の
人
物
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指

摘
が
あ
る
。

乙
と
に
教
授
と
実
行
力
を
備
へ
た
-
一
秘
の
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
あ
る
党
丹
は
、
御
曹
子
と
は
別



の
窓
味
で
氏
の
理
想
で
あ
り
、
英
雄
を
斥
け
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
氏
の
戦
前
の
作
品
の

な
か
で
、
唯
一
の
例
外
を
な
す
人
物
で
す
。

(
「
井
伏
鱒
ニ
論
」
中
村
光
夫
『
文
学
界
』
昭
和
三
二
年
十
、
十
一
月
号
『
井
伏
鱒
ニ
・

深
沢
七
郎
』
有
精
堂
所
収
)

・
:
:
・
先
を
予
見
し
つ
つ
も
敗
北
の
側
に
身
を
横
た
え
る
党
丹
の
よ
う
な
人
物
:
:
:

(
『
井
伏
蹄
ニ
論
』
松
本
鶴
雄
前
出
)

:
:
:
時
勢
の
趨
勢
を
認
識
し
な
が
ら
、
意
識
し
て
滅
亡
の
陣
営
に
身
を
置
く
倣
伎
を
正
当

化
す
る
た
め
に
「
寿
永
記
」
の
著
述
を
企
て
る
泉
寺
の
覚
丹
:
:
:

(
『
井
伏
鱒
二
の
文
学
』
大
越
嘉
七
法
政
大
学
出
版
局

H
u
g
-
3

彼
(
主
人
公
l
横
山
注
)
の
精
神
の
父
と
も
言
う
べ
き
覚
丹
。
こ
の
大
器
量
人
は
、
自
己

の
俗
怠
感
を
ほ
と
ん
ど
全
く
言
動
に
あ
ら
わ
す
乙
と
の
な
い
、
し
か
も
倍
怠
の
人
で
す
。

(
『
井
伏
陪
一
己
熊
谷
孝
鳩
の
森
書
房
H
U
吋∞・

3

乙
の
僧
兵
は
作
者
に
よ
っ
て
ひ
そ
か
に
「
平
家
物
語
」
の
作
者
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
ら
し

く
思
え
る
が
、
時
勢
を
見
通
し
て
動
じ
な
い
そ
の
頼
も
し
さ
は
乱
世
を
生
き
る
井
伏
の
理

想
像
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。〈

「
井
伏
鱒
ニ
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
東
郷
克
美
『
前
出
』
)

い
ず
れ
も
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
党
丹
と
い
う
人
物
が
右
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
な
輪
郭
を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
「
西
海
日
記
」
(
昭
和
十
二
年
六
月
)

以
降
の
乙
と
で
あ
る
。
昭
和
六
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
「
逃
亡
記
」
八
月
二
十
二
日
の
場
面

で
は
、
党
丹
像
は
ま
だ
明
確
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
八
月
二
十
二
日
で
は
党
丹
は
、
「
彼

は
軍
事
な
ら
び
に
学
問
の
達
者
で
あ
っ
て
、
ま
た
儀
礼
に
も
通
暁
し
て
ゐ
る
。
か
つ
て
彼
は
勧

学
院
の
無
類
の
秀
才
で
あ
っ
た
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
敵
情
視
察

に
出
か
け
る
と
言
い
な
が
ら
、
娼
婦
た
ち
の
集
ま
る
家
で
兵
足
を
つ
け
た
ま
ま
胡
坐
を
か
き
、

平
然
と
飲
食
を
す
る
人
物
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
武
と
も
に
秀
出
た
豪
傑
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
具
体
的
に
彼
の
人
と
な
り
を
う
か
が
わ
せ
る
筒
所
は
少
な
い
。
次
の
文
章
は

そ
う
い
う
少
な
い
箇
所
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

ー

l
tわ
れ
等
は
甚
だ
手
間
ど
っ
た
。
或
る
民
家
に
於
て
、
わ
れ
等
は
わ
れ
わ
れ
一
門
の

女
子
二
名
に
遭
遇
し
た
。
わ
れ
わ
れ
一
円
が
戸
夜
乙
の
地
に
宿
営
し
た
際
、
く
だ
ん
の
女

子
二
名
は
脱
走
し
て
娼
婦
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
何
も
の
も
言
ふ
べ
き
こ

と
は
な
い
。

党
丹
の
乙
の
報
告
は
、
若
き
公
達
に
と
っ
て
は
「
障
を
射
ぬ
か
れ
た
よ
り
も
打
盤
乙
で
あ
っ

た
。
だ
が
覚
丹
は
、
「
す
で
に
何
も
の
も
言
ふ
べ
き
乙
と
は
な
い
u
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。
乙

の
一
言
は
、
乙
の
人
物
の
、
人
間
の
連
命
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
と
い
う
も
の
を
よ
く
表
し
て

い
る
。
だ
が
、
彼
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
乙
と
は
分
か
ら
な
い
。
昭
和
六
年
の

段
階
で
は
、
乙
の
人
物
の
構
想
に
ま
だ
不
充
分
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
右
の
党
丹
の
報
告
の
乙
と
ば
は
、
「
逃
亡
記
」
(
『
作
品
』
昭
和
六
年
八
月
号
)
初
出

稿
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
れ
等
は
甚
だ
手
間
ど
っ
た
。
或
る
民
家
に
於
て
、
わ
れ
等
は
わ
れ
わ
れ
一
門
の
高
貴
な

人
の
女
子
二
名
に
述
、
返
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
そ
れ
乙
そ
非
難
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
珍
ら

し
い
服
装
を
し
て
い
た
。
所
詮
こ
の
海
浜
の
土
民
た
ち
ゃ
わ
れ
わ
れ
の
敵
兵
は
、
彼
女
た

ち
の
こ
の
服
装
を
も
好
む
で
あ
ら
う
。

乙
の
文
章
が
現
在
の
筑
摩
書
一
房
全
集
本
に
近
い
形
に
書
き
改
め
ら
れ
た
の
は
、
『
逃
亡
記
』

円
往

5
V

(
改
造
社
昭
和
九
年
四
月
刊
)
に
収
め
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
「
逃
亡
記
」
初
出
稿
に
み
ら
れ

各
党
丹
の
乙
と
ば
は
、
「
不
敵
な
つ
ら
だ
ま
し
い
の
僧
兵
」
の
乙
と
ば
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
は
言
い
難
い
。
乙
の
改
稿
の
過
程
は
、
党
丹
陥
悼
の
深
化
で
あ
る
と
と
も
に
井
伏
の
成
長
の

歴
史
で
で
も
あ
っ
た
と
一
一
)
一
一
口
え
る
で
あ
ろ
う
。

-d、

-~s-

自
分
の
主
情
で
世
界
を
覆
い
つ
く
し
嘆
息
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
主
人
公
は
、
第
二
部
に
な

る
と
現
実
を
直
視
し
、
そ
こ
に
生
き
て
在
る
人
間
の
姿
を
発
見
で
き
る
ま
で
に
至
っ
た
。
第
三

部
で
は
ど
う
か
。

六
年
間
の
中
絶
の
後
、
昭
和
十
二
年
六
月
か
ら
昭
和
十
三
年
四
月
に
か
け
て
、
「
西
海
日
記
」

「
早
春
日
記
」
が
発
表
さ
れ
る
。
「
西
海
日
記
」
九
月
二
十
六
日
夜
の
項
は
、
主
人
公
が
再

び
室
の
津
の
少
女
の
家
を
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
。

け
ふ
、
私
は
彼
女
の
家
の
庭
さ
き
に
暫
く
立
っ
て
ゐ
た
。
し
か
し
ま
だ
夕
方
に
も
な
ら

な
い
の
に
、
入
ロ
の
戸
が
固
く
と
ぎ
さ
れ
て
人
の
ゐ
る
気
配
が
見
え
な
か
っ
た
。
庭
の
梨

の
校
は
随
所
に
手
荒
く
折
り
と
ら
れ
て
枯
枝
に
な
り
、
地
面
に
は
腐
れ
た
呆
賓
が
幾
つ
も

落
ち
て
ゐ
た
。
乙
の
家
は
あ
ば
ら
家
に
な
っ
た
と
告
げ
て
ゐ
る
か
の
や
う
な
有
様
で
あ
っ

た
。
私
は
街
動
的
に
彼
女
の
行
方
を
尋
ね
た
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
も
断
念
し
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
私
の
従
卒
は
裏
口
に
ま
は
り
ま
た
表
に
匠
け
出
し
て
来

て
、
さ
う
し
て
校
の
折
れ
た
梨
の
木
と
私
の
顔
を
見
く
ら
べ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
-

族
の
習
慣
と
し
て
、
さ
う
い
う
場
面
に
私
た
ち
が
必
ず
拙
い
一
首
を
詠
み
あ
げ
る
の
を
従

卒
は
心
得
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
歌
な
ど
朗
詠
し
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
第
戸
部
で
な
ら
、
主
人
公
の
嘆
息
と
悲
哀
の
感
慨
で
充
た
主
れ
た
で
あ
ろ
う
乙
の



場
面
を
、
作
者
は
「
歌
な
ど
朗
詠
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば
で
打
ち
切
っ
て
い
る
。
こ
う

い
う
主
人
公
の
、
八
人
(
寸
を
受
け
入
れ
、
今
を
生
き
る
V
と
い
う
姿
勢
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
で

は
っ
き
り
と
そ
の
意
味
を
現
す
。

す
で
に
東
天
は
白
み
、
演
の
御
所
の
殴
埠
や
福
原
の
旧
道
に
は
朝
国
が
立
ち
こ
め
て
ゐ
た
。

や
が
て
闘
の
慌
の
朝
詰
の
な
か
に
、
薙
万
を
杖
に
し
て
の
っ
し
の
っ
し
と
歩
い
て
来
る
覚

丹
の
姿
が
ぼ
ん
や
り
現
は
れ
た
。
私
は
き
ま
り
悪
い
の
を
忘
れ
て
章
一
局
を
一
両
く
打
ち
振
っ

た
。
小
太
郎
も
軍
一
扇
を
高
く
さ
し
あ
げ
て
「
ウ
ッ
フ
l
ィ
、
ウ
ッ
フ

l
イ
」
と
、
わ
が
水

軍
の
方
式
で
関
を
あ
げ
た
。
時
な
ら
ぬ
こ
の
関
の
声
は
、
党
丹
で
な
く
浜
の
御
所
の
陣
に

ゐ
た
兵
卒
た
ち
の
反
響
を
呼
び
起
し
た
。
そ
の
方
角
の
詣
の
底
か
ら
「
ウ
ッ
フ

l
ィ
、
ウ

ッ
フ

l
イ
」
と
呼
肱
す
る
声
が
起
っ
た
。
つ
手
つ
い
て
宣
の
御
所
や
二
階
の
窟
敷
殿
の
焼
跡

の
方
角
で
も
、
そ
れ
に
感
じ
る
戸
が
き
乙
え
た
。
(
略
)
私
と
小
太
郎
は
岡
を
駈
け
お
り

て
誌
の
な
か
に
身
を
沈
め
、
さ
う
し
て
党
丹
と
い
っ
し
ょ
に
宿
所
に
帰
っ
て
来
た
。

(
二
月
五
日
)

一
旦
は
陣
営
を
脱
走
し
た
党
丹
が
再
び
帰
営
す
る
場
面
で
あ
る
。

ζ

こ
で
は
滅
び
の
哀
感
は

全
く
か
げ
を
ひ
そ
め
闘
の
声
が
乙
だ
ま
す
る
。
平
家
の
述
命
は
ど
の
よ
う
に
も
変
わ
っ
て
は
い

な
い
の
だ
が
、
「
私
」
は
今
、
乙
の
場
所
で
喜
び
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
私
」
は

今
、
あ
る
余
裕
を
持
っ
て
運
命
に
対
処
で
き
る
。
こ
う
い
う
主
人
公
の
成
長
は
、
帝
都
に
お
け

る
平
氏
の
末
路
と
源
九
郎
の
動
静
に
つ
い
て
語
る
そ
の
語
り
ロ
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。

も
し
平
家
の
首
を
大
路
に
渡
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
今
後
こ
の
源
九
郎
は
何
の
勇
あ
っ
て
朝

敵
を
訣
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
申
し
述
べ
た
。
関
'
日
院
は
御
気
色
乙
と
に
不
快
の
御

様
子
を
示
さ
れ
た
が
、
法
皇
は
源
九
郎
の
諸
問
を
許
容
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
十
三
日
に
は
、

平
家
の
首
を
六
候
室
町
の
源
九
郎
の
第
に
集
め
て
六
篠
河
原
に
渡
し
、
仲
頼
と
い
ふ
も
の

等
は
こ
れ
を
長
万
の
先
に
貫
き
赤
札
を
つ
け
て
姓
名
を
記
し
、
大
路
を
ひ
き
ま
は
し
獄
門

に
か
け
た
。
見
物
の
庶
民
は
そ
の
数
銭
高
と
も
知
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
。(

二
月
二
十
一
日
)

乙
乙
に
は
ど
の
よ
う
な
感
慨
も
入
り
乙
ん
で
は
い
な
い
。
源
九
郎
と
法
皇
の
世
界
も
平
家
一

門
の
滅
亡
も
、
も
は
や
「
私
」
の
む
乙
う
の
世
界
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
「
私
」
は
今
、
私
自

身
の
人
生
を
懸
命
に
生
き
る
だ
け
で
あ
る
。
乙
れ
が
第
三
部
で
の
主
人
公
の
成
長
で
あ
る
。

党
丹
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
乙
の
人
物
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
指
摘
で
き
る
乙
と
は
、
時
勢
を

E
確
に
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
眼
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
彼
は
戦
闘

ω局
面
を

見
返
す
だ
け
で
な
く
、
天
下
の
趨
勢
を
も
見
抜
く
。

党
丹
の
説
に
し
た
が
へ
ば
、
法
皇
の
院
宣
は
お
そ
ら
く
乾
坤
一
闘
を
ね
ら
っ
て
い
る
鎌

倉
の
源
氏
が
お
受
け
す
る
。
さ
う
し
て
源
氏
の
同
族
が
相
争
ひ
、
近
い
将
来
に
ζ

の
世
の

生
地
獄
を
出
現
し
て
見
せ
る
。

〈
九
月
二
十
六
日
)

党
丹
は
私
た
ち
一
円
の
亡
び
て
行
く
の
は
止
む
を
得
ぬ
時
勢
の
流
れ
で
あ
る
と
断
定
し
、

入
道
相
国
の
専
横
は
未
完
成
の
武
家
政
治
の
姿
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
来
る

べ
き
完
成
さ
れ
た
武
家
政
治
は
、
源
九
郎
の
手
に
よ
っ
て
確
立
志
れ
る
だ
ら
う
と
一
言
っ
て

ゐ
る
。

(
二
月
二
十
日
〉

陵
史
は
ま
さ
に
党
丹
の
見
抜
い
た
通
り
に
進
行
す
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
党
丹
と
い

う
人
物
を
造
り
出
し
た
作
者
の
怠
図
に
つ
い
て
で
あ
る
。
党
丹
は
か
な
り
意
識
的
に
構
築
さ
れ

た
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
逃
亡
記
」
八
月
二
十
二
日
の
場
面
で
は
文
武
に
秀
出
た
豪
傑
と

い
う
程
度
に
し
か
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
人
物
像
は
、
「
西
海
日
記
」
「
早
春
日
記
」
に

な
る
と
そ
の
輪
郭
を
は
っ
き
り
と
現
す
。
彼
は
世
界
を
誤
た
ず
解
釈
で
き
る
知
識
と
能
力
を
持

っ
と
同
時
に
、
ど

ωよ
う
な
状
況

ω中
で
も
生
き
生
き
と
行
動
で
き
る
力
を
持
つ
。
い
わ
ば
実

践
力
と
論
理
力
と
を
兼
ね
備
え
た
俊
秀
な
知
識
人
で
あ
る
。
平
家
一
門
が
太
宰
府
を
追
わ
れ
た

と
い
う
報
告
に
「
涙
を
こ
ぼ
す
ま
い
と
努
め
」
て
い
る
「
私
」
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、
党
丹
は

「
乙
れ
よ
り
直
ち
に
神
速
を
も
っ
て
出
陣
す
べ
き
だ
」
「
手
後
れ
に
な
っ
て
は
内
海
の
制
海
権

を
得
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
ふ
」
と
進
言
す
る
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
的
確
な
判
断
を

下
し
、
す
み
や
か
に
行
動
に
移
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
知
識
人
の
姿
は
、
昭
和
初
年
と
い
う
ま

乙
と
に
生
き
に
く
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
知
識
人
井
伏
の
、
あ
り
得
べ
き
姿
で
あ
っ
た
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
い
う
人
物
の
造
形
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
「
川
」
と
い
う
作
品
が
舎
か
れ

た
乙
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
「
川
」
で
は
作
者
の
限
は
烏
と
な
り
、
流
域
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

様
々
の
人
生
を
侭
敵
す
る
。
定
め
ら
れ
た
人
生
の
中
で
、
あ
る
も
の
は
屈
託
し
、
あ
る
も
の
は

憤
慨
し
あ
る
も
の
は
自
ら
の
命
を
断
つ
。
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
に
も
逃
れ
よ
う
の
な
い
乙
の

人
生
と
い
う
粋
の
中
で
、
右
し
左
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
乙
れ
が
「
川
」
を

書
い
た
作
家
の
思
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
う
い
う
行
き
詰
ま
り
の
人
生
観
か
ら
ど
の
よ

う
に
し
て
脱
す
る
か
。

佐
伯
彰
一
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
山
楓
点
目
、
』
か
ら
『
川
』
と
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
へ
と
い
う
歩
み
は
、
そ
の
ま
ま
自
己

幽
閉
と
い
う
個
人
レ
ベ
ル
の
鎖
国
か
ら
、
思
い
切
っ
た
自
己
解
放
の
開
国
へ
と
い
う
変
化

~;;(ì-



に
通
じ
て
い
る
。

(
「
井
伏
鱒
ニ
の
逆
説
」
『
新
潮
』
昭
和
五
十
年
三
月
号
〉

佐
伯
氏
の
言
う
ど
と
く
、
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
は
、
昭
和
初
年
に
井
伏
が
抱
え
込
ん
だ
屈
託

と
い
う
思
想
か
ら
の
解
放
の
舎
で
あ
っ
た
。
行
き
詰
ま
り
の
人
生
観
か
ら
脱
出
す
る
論
理
は
ど

と
に
あ
る
か
。
そ
れ
が
党
丹
で
あ
る
。
党
丹
は
、
現
実
の
動
か
し
難
い
と
と
を
充
分
に
知
り
な

が
ら
決
し
て
嘆
息
し
た
り
畷
り
泣
い
た
り
測
に
身
を
投
げ
た
り
す
る
と
と
な
く
、
今
あ
る
人
生

宇
佐
自
由
に
生
き
抜
乙
う
と
す
る
。
彼
は
人
生
を
何
限
す
る
と
同
時
に
人
生
を
生
き
る
。
党
丹
と

ほ
作
者
が
自
己
解
放
の
論
理
を
託
し
た
人
物
で
あ
り
、
少
年
と
は
現
実
の
中
を
自
由
に
生
き
抜

く
作
者
の
肉
体
(
感
性
)
で
あ
る
。

平
家
の
少
年
の
日
記
は
寿
永
三
年
三
月
四
日
を
最
後
に
中
断
し
て
い
る
。
現
実
を
生
き
抜
く

論
理
と
肉
体
を
獲
得
し
て
し
ま
っ
た
作
者
に
と
っ
て
、
も
は
や
日
記
を
書
き
継
ぐ
必
要
は
無
い
。

「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
九
年
余
の
井
伏
鱒
ニ
の
歩
み
と
は
、
「
岩
屋
」
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
山
叡
焦
が
、
「
岩
屋
」
の
中
に
も
ま
た
自
由
な
人
生
の
あ
る
乙
と
を
発
見
し
て
ゆ
く
過
程
で

あ
っ
た
と
雪
守
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〈
一
九
八
一
・
九
〉

注
1
、
一
一
一
で
触
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
執
筆
さ
れ
た
の
は
昭
和
て
二
年
頃
だ
と
思
わ
れ
る

注
2
、
『
井
伏
間
二
論
』
松
本
鶴
雄
冬
樹
社
昭
和
五
三
年
三
月
刊

注
3
、
乙
の
表
は
東
郷
克
美
氏
の
「
井
伏
鱒
二
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
」
に
基
づ
く
。
但
し

次
の
箇
所
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
付
逃
げ
て
行
く
記
録
」
(
寿
永

二
年
七
月
十
五
日
1
同
月
二
十
七
日
傍
紋
l
検
山
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

東
郷
氏
の
表
は
加
美
宏
氏
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
加
美
氏
は
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
「
寿
永
二
年
七
月
十
五
日
か
ら
周
年
七
凡
コ
刑
七
日
ま
で
の
平
家

一
円
都
落
ち
前
後
を
描
い
た
部
分
は
、
昭
和
五
年
七
月
刊
行
の
小
説
集
『
な
つ
か
し

き
現
実
』
〈
改
造
社
版
)
に
「
逃
げ
て
行
く
記
録
」
と
い
う
題
名
で
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
初
出
雑
誌
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
(
「
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
ノ

ー
ト
」
傍
線
l
横
山
)
。

『
文
学
』
第
六
号
〈
昭
和
五
年
三
月
一
日
)
に
発
表
さ
れ
た
「
逃
げ
て
行
く
記

録
」
で
は
、
日
付
け
は
、
寿
永
二
年
七
月
十
五
日
か
ら
七
月
一
、
干
ん
日
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。

注
4
、
「
土
地
を
打
つ
音
を
た
て
た
」
と
い
う
部
分
は
初
出
稿
で
は
「
土
地
に
落
ち
る
音
を

た
て
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
概
念
的
な
表
現
か
ら
、
今
と
い
う
瞬
間
を
と
ら
え
る
表

現
に
変
わ
っ
て
い
る
。

注
5
、
「
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論
ノ

l
ト
」
荒
川
有
史
『
文
学
と
教
育
』
町
mu
叫
に
よ
る
。

ヴ，
F
九
V




